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せっかく天気が良くても、なかな

か外出することができず、ホーム

の中で過ごすことが多かったで

す。折り紙を使って「紫陽花作り」

を行い、季節を感じる時間となり

ました。

カメラを向けると、ほんとに素

晴らしい表情とポーズをとって

くれる皆さんです。毎日、思い

出が増えていくのはうれしいで

すね。

今年の5月は慌ただしく過ぎ去っていったように感じます。天候が良くても外出を自粛し、ホームに

来ても散歩に出ることも控えて過ごしてきました。それでも現在まで、ご利用者様もご家族様も、も

ちろん職員も体調崩すことなく生活できておりますのは、皆さんのご協力のおかげです。本当にあり

がとうございます。まだまだ、感染症拡大防止に努めていく必要があると考えておりますので、これ

からもお互いに協力し合って行きましょう。よろしくお願いいたします。緊急事態宣言がどうなるかに

もなりますが、ホームでは、皆さんの生活が今まで通りに送れますよう努めていきます。これまで通

り、いつでもご相談ください。

管理者 河合靖子



「端午の節句」
兜を折って、みんなで

作ったこいのぼりの前で

ポーズをとってもらいまし

た。手に持っているのは、

こいのぼりのカステラで

す。美味しくいただきまし

た。

一緒に写真撮りたくて、こっそりと

入らせてもらいました。皆さんに

は元気で長生きしてもらいたいと

心から願ってます。この方は、

101歳！当ホームの最高齢です。


